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＊衛生環境研究所のホームページからもご覧になれます＊ 

ＲＳウイルス感染症は，例年，

秋から冬にかけて流行します。

京都市の過去５年間月別発生

状況をみると，１０月～１２月

にピークとなっています 

ので，ご注意ください。 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

 京都市の過去５年間 

  月別発生状況   

  症状は，発熱・鼻水・せきなど 

です。 

気になる症状がある場合はすぐにかかりつけの医療機関を受診しましょう！！ 

  低出生体重児や基礎疾患のあ

る方は，より重症化のリスクが高い

といわれています。 

  ２歳以下では，しばしば気管支

炎や肺炎を発病し，特に，６ヶ月以

下の乳児は重症化しやすく，注意

が必要です。 

   ウイルスの付着した手指から，

目・鼻・口を経て感染 

手手洗洗いいでで予予防防  

  せきで飛び散ったウイルスが

気道を経て感染 

日日常常的的ににおお子子ささままにに接接すするる人人  

ああるる場場合合はは，，ママススククをを着着用用ししてて  

接接すするるここととがが大大切切  

はは，，せせききななどどのの呼呼吸吸器器症症状状がが  

◆「京都市こどもの感染症」に関するお問い合わせ
 ○お近くの保健センター 

 ○京都市保健福祉局 保健医療課 （TEL:075-222-4421 FAX:075-222-3416）

 ○京都市衛生環境研究所 管理課 （TEL:075-312-4942 FAX:075-311-3232）
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